
大

u
同
年
ハ
月
ニ
ヤ
一
日
知
一
一
極
酎
似
物
語
ザ
ニ
神
月
口
問
一

M
a
H
i
v

辛子電車世日一- y三事二三勾主;'1..，，!四日召

禁

載

帯

晶
叢

一
探
知
れ
さ
の
税
積
官
一
携
の
均
衡
法
一
撃
博
士
紳
戸
正
雄

蓄

積

理

論

の

修

正

・

・

-

-

-

-

文

皐

博

士

高

田

保

馬

局
替
心
理
説
伽
一
削
尚
一
時
基
本
的
理
論
・
・
・
・
文
皐
博
士
米
田
庄
太
郎

論

__..lf__ 

rこE

コ量二
~-:;; 
J-:-;"; 

論
剛

3
F
1
3
・
ム
司
苛
勿
買
さ
の
調
京

、夫
l
L
十
判

r
i
-
-
f
f
v
|

時

円
J

一躍
f

博
士
谷

[] 

究

門
官

千
均
利
潤
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
空
持
率
士
柴
田
敬

職
業
上
の
一
耽
曾
的
地
位
・
・
・
・
経
済
皐
土
岡
崎
文
規

船
舶
超
過
保
険
成
立
の
根
披
に
い
っ
て
経
済
早
土
佐
波
立
平

舗

闘

仲

何

回
均
一
誠
一
時
一
世
孤
舶
共
有
組
合
同
内
部
組
織
・
-
経
潜
串
士

百
貨
庖
の
園
民
解
済
上
に
お
け
る
意
義
・
-
経
済
院
イ
士

揃

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

岡

本

清

造

堀

新

一



職

業

上

一
腔
曾
的
地
位

の

岡

崎

規

文

ー

人
口
の
融
合
的
地
位
は
、
数
育
程
度
、
財
産
販
指
及
び
所
得
賊
態
等
を
標
準
と
し
て
構
成
さ
れ
得
る
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
等
の
統
計
的
表
示
は
、
そ
れ
ん
¥
散
育
統
計
、
財
産
統
計
及
び
所
得
統
計
の
研
究
範
囲
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
他
方
、
人
口
の
枇
舎
的
構
成
は
、
職
業
上
の
地
位
を
標
準
と
し
て
も
確
定
さ
れ
得
る
事
は
疑
問
の

僻
地
な
容
所
ゼ
あ
っ

τ、
こ
の
統
計
的
表
示
は
正
じ
く
職
業
統
計
の
研
究
縄
問
に
麗
し
℃
ゐ
る
。

職
業
調
査
伝
車
濁
に
賢
施
し
て
ゐ
る
固
に
於
て
は
勿
論
、
岡
勢
調
査
の
一
調
査
事
項
と
し
て
職
業
を
調
査
し
て

ゐ
る
副
に
於
て
・
色
、
只
だ
翠
に
職
業
そ
の
も
の
を
調
査
す
る
の
み
な
ら
中
、
之
に
関
聯
し
て
、
普
通
、
職
業
上
の

地
位
を
併
せ
調
査
し
て
ゐ
る
。
我
国
に
於
て
も
、
乙
の
例
に
洩
れ
る
事
な
〈
、
第
一
回
国
勢
調
査
は
、
職
業
及
び

職
業
上
の
地
位
を
、
第
二
回
同
勢
調
査
は
職
業
及
び
所
属
の
産
業
を
調
査
し
た
の
で
あ
れ
。
(
大
正
十
四
年
の
簡
易
関
勢

調
査
は
主
と
し
て
人
口
の
生
物
撃
的
事
項
を
制
査
し
た
に
止
り
、
経
務
的
事
項
の
調
査
は
除
外
さ
れ
た
。
)

職
業
の
種
類
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
職
業
に
従
事
し
て
ゐ
る
個
人
の
枇
曾
的
地
位
は
、
職
業
的
観
駐
か
ら

見
て
、
必
ら
十
し
・
も
同
一
で
は
な
い
。
例
へ
ば
一
商
業
に
就
い
て
見
る
も
、
或
る
者
は
業
主
の
地
位
に
あ
り
、
或

る
者
は
底
員
の
地
位
に
あ
り
、
ま
た
或
る
者
は
勢
働
者
の
地
位
に
あ
る
。
職
業
そ
の
も
の
う
調
査
は
、

一
世
舎
に

職
業
上
回
枇
曾
的
地
位

第
三
十
六
容

九

一O
五

第
二
披

1) Fur叶.G.， Zur川ethodedeτd凹 tschenBemfsstatistik， AlIg. Stat. Archi¥"'. 12・
Bo. 1. Hヒft・19"9.S. 19・ Muller，J.， Deutsche Wirtschaftsstatistikt 1925， S 
18. 

2) 大正九年国勢調査施行令及び昭湘j:i勾t国勢調査施行例参照



職
業
上
の
祉
曾
的
地
位

第
三
十
六
巻

九

第

披

一O
六

於
け
る
職
業
分
化
の
賦
鵡
を
明
ら
か
に
な
し
、
ま
に
こ
の
瞬
間
調
査
を
、

一
定
期
間
毎
に
繰
り
返
す
事
に
よ
っ
て
、

職
業
分
化
の
後
展
を
知
る
事
が
出
来
る
に
反
し
て
、
職
業
上
の
地
位
の
調
査
は
、
各
種
の
職
業
を
統
括
し
て
、
或

は
各
職
業
別
に
、
職
業
に
於
け
る
枇
舎
的
地
位
の
構
成
朕
態
4
7
明
ら
か
に
な
し
、
ま
に
こ
の
瞬
間
調
査
を
、

一
定

期
間
毎
に
繰
り
返
す
事
に
よ
っ
て
、
職
業
に
於
げ
る
枇
舎
的
地
位
の
構
成
の
後
展
傾
向
ぞ
知
る
事
が
出
来
る
。
大

正
九
年
に
於
げ
る
我
圃
同
勢
調
査
の
結
果
の
正
確
度
は
、

別
個
の
問
題
と
し
て
吟
味
す
る
必
要
は
め
石
が
、

本:
諜:

者
(
家
事
使
用
人

pr-除
(
、
主
人
の
世
梢
内
い
点
る
山
都
市
サ
似
川
人
は
従
属
材
の
地
杭
に
め
り
J
l

、

に
於
け
る
職
業
上
の
地
位
に
闘
す
る
調
査
結
果
は
左
の
如
〈
で
あ
る
。

そ

ω賓
載
が
明

ら
か
で
な
い
)

勢職業総

貫

教

二
七
、
一
二
七
八
、
一
五
五

九
、
七
一

O
、
二
九
八

一
、
五
一
問
、
五
一
一

一
六
、
一
五
一
二
、
三
間
穴

一0
0
・0
0

一一一五・

O
八

五
・
五
一
二

五
九
・
=
一
九

百

分

比

務

者員主費支

右
の
統
計
数
字
の
示
す
所
に
よ
れ
ば
.
本
業
者
中
、
約
三
割
五
分
は
濁
立
業
者
で
あ
り
、
約
五
分
五
厘
は
職
員

で
あ
り
、
勢
務
者
が
約
五
割
九
八
?
を
占
め
て
ゐ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
職
業
に
於
け
る
枇
曾
的
地

位
の
構
成
航
態
は
、
職
業
の
種
類
に
よ
っ
て
色
相
違
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
〉
で
は
主
要
な
る
職
業

即
ち
農
業
.
工
業
、
商
業
及
び
交
通
業
に
就
い
て
、
本
業
者
の
職
業
上
に
於
け
る
枇
舎
的
地
位
を
観
察
す
る
事
に

す
る
。

3) Mayr， G.， Statisti1， und Gesellschaftslehγe， Rd. II. ，. Aul1. 1926， S. 190 
. 4) 大正丸年園勢調査報告会固め部第二巻職業四O貰
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右
の
統
計
数
字
に
よ
れ
ば
、
業
主
の
比
率
の
最
-B
高
き
職
業
は
商
業
(
五
二
・
七

4

一
-
)
で
あ
り
、
之
に
突
い
で
農
業

(一一三・五
O
)
、
交
通
業
(
二
川
・
九
五
)
、
工
業
(
二
四
・
四
二
)
と
言
ふ
順
序
で
あ
る
。
次
に
職
員
の
比
率
の
最
も
高
き
職
業

は
同
じ
〈
商
業
へ
一
一
一
f

川
九
)
で
あ
ち
w

誌
の
他
の
職
業
に
持
て
は
市

'う
b
山
容
土
山
河

L

h
ド
h
f

向
二
五
:
川
、

.L
乾

:ノ(
1
1
・
5
;
J
E
噌

d
N
1
・
斗
ヲ
咋
『

l
h川
H
V
ふ

ん

岨

1SF

2
・
二
三
、
夜
通
業
へ
一
一
了
。
一
〉
、
農
業
〈

o
d八
〉
の
順
序
で
あ
る
。
最
後
に
労
務
者
に
就
い
て
は
、

工
業
(
七
0
・一ニニ)の

比
率
が
最
も
高
〈
、
之
に
尖
い
で
農
業
(
六
三
・
四
二
)
、
交
通
業
(
大
二
・
0
四
)
、
商
業
(
一
ニ
四
・
七
八
)
の
順
序
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
主
要
職
業
に
於
け
る
本
業
者
は
、
職
業
上
の
地
位
に
閥
し
、
如
何
な
る
構
成
状
態
を
示
し
て
ゐ
る
か

を
観
取
す
石
事
が
出
来
る
の

職
業
上
の
地
位
に
閲
し
て
は
、
第
二
四
国
勢
調
査
の
結
果
は
未
だ
後
表
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
我
固
に
於
で
は

僅
か
に
第
一
回
園
勢
調
査
の
結
果
が
め
る
の
み
で
あ
る
が
、
繰
り
返
さ
れ
た
る
こ
の
調
査
の
結
果
を
比
鞍
封
照
す

る
な
ら
ば
、
時
の
推
移
に
臆
じ
て
、
職
業
上
の
地
位
の
構
成
が
如
何
な
る
毅
展
ぞ
一
不
す
色
の
で
あ
る
か
を
知
る
事

が
出
来
る
。
濁
逸
に
於
て
は
、

一
八
八
二
年
、

職
業
上
の
枇
曾
的
地
位

一
入
九
五
年
、

一
九

O
七
年
及
び
一
九
二
五
年
の
四
回
に
豆
っ
て

第
三
十
六
巻

大A

第
二
減

一O
七



職
業
上
回
枇
舎
的
地
位

第
三
十
六
巻

第

軍吉

九
四

O 
i¥. 

職
業
調
査
が
貫
施
せ
ら
れ
、

一
九
二
五
年
の
結
果
を
除
〈
、
三
回
の
職
業
調
査
の
結
果
に
基
き
、
(
け
E
E
C
が
、
農

業
、
工
業
及
び
商
業
の
全
般
に
豆
り
、
職
業
上
の
地
位
の
構
成
を
観
察
し
た
“
ο

そ
の
結
果
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

勢職碕

立

一
八
八
二
年

三
ニ
・

o=
一

7
九
O

六
大
・

O
七

一
九

O
七
年

二
二
・
=
一

O

五
二
一
八

七
二
・
凹
ニ

一
八
九
五
年

二
八
・
九
四

=
一
・
ニ
九

六
七
・
七
七

業

者員者

働

右
の
統
計
数
字
に
よ
れ
ば
、
樹
立
業
者
は
次
第
に
蹴
少
し
、
職
員
及
び
附
労
働
者
は
'
次
第
に
増
加
の
傾
向

rmし

酌

}

〉
て
め
る
〈

斯
〈
の
加
〈
職
業
上
の
枇
曾
的
構
成
を
敷
字
的
に
把
握
す
る
事
は
、
極
構
現
象
の
研
究
上
、
極
め
て
重
要
な
る

事
で
め
る
が
、
職
業
上
の
地
位
を
正
確
に
調
査
す
る
に
は
、
周
到
な
る
用
意
が
必
要
で
あ
あ
事
は
言
ふ
を
侯
た
な

い
所
で
ゐ
る
。
在
は
、
以
下
、
職
業
上
の
地
位
に
闘
す
る
統
計
調
査
に
於
て
取
扱
は
る
可
き
問
題
に
就
い
て
考
察

し
度
い
と
思
ふ
。

一一

我
闘
の
第
一
回
国
勢
調
査
の
調
査
事
項
中
に
は
「
職
業
及
び
職
業
上
の
地
位
」
が
明
記
せ
ら
れ
て
ゐ
て
、
ぞ
し

で
こ
の
職
業
上
の
地
位
に
就
い
て
は
、
「
申
告
書
記
入
心
得
」
中
に
「
職
業
め
る
者
は
農
、
工
、
商
等
の
様
な
綿
溝
、

舎
枇
員
、
職
工
等
の
様
な
略
蒋
に
依
ら
な
い
で
、
何
ん
な
種
類
性
質
の
職
業
で
あ
る
か
を
、
何
人
に
も
分
h
ノ
易
い

様
に
細
別
を
記
入
し
、
且
其
の
職
業
を
主
宰
麗
替
す
る
者
で
あ
石
か
、
主
宰
粧
替
者
に
使
用
主
れ
事
務
や
技
術
に

Conrad. J.， GTlJndriss zum SJ:udium deT politiscllen Okonomie， 4. Teil. 3. All日.
'924， s. 50. 
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

従
事
す
る
者
で
あ
る
か
、
又
は
勢
務
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
か
を
、
分
り
易
い
様
に
日
常
の
稗
呼
に
基
い
て
詳
細

、
、
、
、
、
、
、

に
記
入
す
る
こ
と
」
左
言
ふ
風
に
詑
明
を
加
へ
、
職
業
上
の
地
位
を
回
分
表
章
す
る
に
は
「
業
務
を
主
宰
鰹
替
す

る
者
を
業
主
、
業
主
の
下
に
在
り
て
事
務
又
は
技
術
に
従
事
す
る
者
を
職
員
、
業
主
・
職
員
の
下
に
在
り
て
車
に

勢
務
に
従
事
す
る
者
を
勢
務
宥
」
の
三
標
準
に
従
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
然
石
に
第
二
回
国
勢
調
査
の
調
査
事
項
中

照参頁V
 

故
に
「
職
業
上
の
地
位
L
が
削
除
さ
れ
て
仕
舞
っ
た
の
で
あ
る
か
?
こ
の
理
由
は
局
外
者
に
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
動

「
職
業
」
と
同
時
に
「
所
属
の
産
業
」
を
買
査
し
、
之
に
基
い
て
産
業
上
の
地
位

T
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
意
聞
に
制

基
い
て
ゐ
る
と
寝
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
申
告
書
記
入
心
得
」
中
に
「
人
に
麗
は
れ
や
自
己
の
業
務
を
替
か
柵

滋
又
は
服
人
骨
仰
は
な

t
と
も
掠
放

ω
制
酎
佐
野
川
町
て
白
日
い
の
業
務
を
骨
わ
謝
は
一
層
主

E
劃

λ
す
芯
こ

k
o
人

に

肱

雇
は
れ
や
叉
雇
入
量
は
宇
家
族
の
補
助
色
受
け
や
に
一
人
で
自
己
の
業
務
事
h
u
者
は
車
濁
と
記
入
す
る
こ
と
。
町

俸
給
、
給
料
、
手
営
、
賃
銀
業
の
他
の
報
酬
を
得
て
勤
務
す
る
者
は
勤
務
先
の
名
蒋
又
は
雇
主
の
氏
名
と
業
の
業
飴

務
の
種
類
と
を
記
入
す
る
こ
と
己
主
ふ
風
な
説
明
を
加
へ
、
産
業
上
の
地
位
量
分
表
章
す
る
に
は
、
「
昭
和
問勢固年九正大

に
は
「
職
業
し
が
明
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
「
職
業
上
の
地
位
し
を
削
除
し
、
別
に
「
所
属
の
庚
業
」
ぞ
加
へ
て
ゐ
る
。
何

五
年
国
勢
調
査
報
告
全
国
の
部
第
二
容
職
業
及
産
業
」
は
向
ほ
未
刊
に
属
し
て
ゐ
る
が
、
「
昭
和
五
年
同
勢
調
査
報

告
第
四
怨
府
牒
編
」
の
内
、
今
日
、
障
に
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
「
千
葉
牒
」
の
部
に
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
附
録
「
産
業
及

職
業
分
類
方
法
」
に
就
い
て
見
る
に
、
「
雇
人
を
使
用
し
又
は
家
族
の
補
助
を
受
け
て
自
己
の
業
務
を
替
h
u
者
を
雇

主
、
他
人
に
雇
は
れ
宇
又
雇
人
を
使
用
せ
や
家
族
の
補
助
を
色
受
〈
る
こ
と
な
く
一
人
に
て
自
己
の
業
務
を
替
む

職
業
上
回
祉
合
的
地
位

第
三
十
六
巻

第

披

三
九
五

一O
丸

6) 



職
業
上
白
枇
舎
的
地
位

第
三
十
六
巻

第

披

O 

一
九
大

者
JT
畢
濁
、
俸
給
、
給
料
、
賃
銀
其
の
他
の
報
酬
を
得
て
勤
務
す
る
者
又
は
家
族
に
し
て
世
帯
主
主
の
他
の
家
族

の
業
務
を
補
助
す
る
者
を
使
用
人
い
」
の
三
標
準
に
従
事
に
な
っ
て
ゐ
て
、
恐
ら
く
之
に
基
い
て
会
幽
の
統
計
責

料
も
整
理
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

普
通
、
こ
〉
で
取
扱
は
れ
る
管
利
行
鴻
者
の
世
曾
的
地
位
は
、
職
業
の
差
別
か
ら
生
中
石
も
の
で
は
な
く
し
て
、

大
瞳
に
於
て
、
鰹
替
又
は
金
業
に
封
す
お
替
利
行
活
者
の
従
属
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
色
の
で
あ
る
か
ら
、

つ
職
瀧
上
の
地
位
い
戸
山
巴
一
に
口
何
百
即
日
止
し
む
一
計
ふ
杭
hJ
仁
町
問
貸
出
冊
一
如
一
き
色
町
「
経
皆
上
の
地
位
」

(ωE-Em

吉
田
喜
一
n
U
)

と
言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
第
二
回
国
勢
調
査
の
結
果
を
表
章
す
る
に
営
っ
て
、
「
職
業
上
の
地

位
」

L
」
言
ふ
代
h
に
、
「
産
業
上
の
地
位
」
と
言
ふ
文
字
を
使
用
し
て
ゐ
る
の
も
、
こ
れ
と
同
じ
理
由
に
基
く
色
の

で
あ
ら
う
。
し
か
し
一
例
を
拳
げ
る
な
ら
ば
、
官
公
定
は
、
官
業
に
従
事
す
る
者
以
外
、
如
何
な
る
艦
替
又
は
企

業
に
も
従
属
す
る
者
で
な
い
か
ら
、
「
産
業
上
の
地
位
」
を
有
ち
得
な
い
の
で
あ
る
。
吾
ー
が
、
普
通
‘
「
職
業
上

の
地
位
」
と
言
ふ
の
は
、
職
業
そ
の
も
の
旨
種
別
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
替
利
行
鴻
者
一
か
業
務

に
従
畢
す
る
に
営
っ
て
、
調
立
的
地
位
に
め
る
か
、
非
濁
立
的
地
位
に
あ
る
か
を
問
題
に
し
て
ゐ
あ
の
で
あ
あ
か

ら
、
「
職
業
上
の
地
位
」
と
言
ふ
文
字
は
決
し
て
完
全
な
る
表
現
で
な
い
が
、
従
来
の
慣
用
例
に
従
っ
て
置
い
て
も

差
支
へ
な
い
と
考
へ
あ
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
只
だ
用
語
に
闘
す
る
問
題
に
過
ぎ
な
い
が
、
「
職
業
上
の
地
位
」
に
闘
し
、
第
一
四
国
勢
調
査
の
結
果
の

整
理
と
第
二
回
幽
勢
調
査
の
結
果
の
整
理
と
の
聞
に
は
見
逃
す
事
の
出
来
な
い
差
異
が
め
る
。
印
ち
第
一
回
闘
勢

7) 昭和五年国勢調査報告府県長編千葉脈附録一三貰参sf!'
8) }'ur::st， G" a. a. u.， S. 18. 



調
査
に
於
け
る
「
職
業
上
の
地
位
」
は
業
主
、
職
員
、
峠
労
務
者
の
三
階
扱
に
匝
分
せ
ら
れ
た
が
、
第
二
回
圃
勢
調
査

に
於
け
る
つ
産
業
上
の
地
位
」
は
反
主
、
車
濁
、
使
用
人
の
三
階
級
に
匝
分
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
南

者
は
直
ち
に
之
を
比
較
す
る
事
が
出
来
な
い
の
で
め
っ
て
、
前
者
の
業
主
中
に
は
後
者
の
雇
主
と
軍
猫
と
が
包
合

さ
れ
て
ゐ
る
だ
ら
う
し
、
後
者
の
使
用
人
中
に
は
前
者
の
職
員
と
勢
務
者
と
が
包
合
き
れ
て
ゐ
る
だ
ら
う
。
業
主

の
聞
に
在
つ
で
も
、
業
の
世
曾
的
地
位
は
雇
主
と
車
猫
者
と
で
は
大
な
る
差
異
が
め
る
で
あ
ら
う
、
ま
に
使
用
人

の
聞
に
在
つ
で
も
、
其
の
枇
曾
的
地
位
は
職
員
と
勢
務
者
と
で
は
更
に
大
な
る
差
異
が
め
る
で
め
ら
う
。
要
す
る

に
「
職
業
上
の
地
位
」
に
闘
す
る
こ
の
二
種
の
匝
分
は
、

そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
と
が
あ
る
土
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

め
か玉、

ιの
つ
職
業
上
の
地
位
一
の
一
院
分
に
閣
し
て
法
向

Z
吟
味
し
同
ふ
け
れ
ば
な
ら
ば
い
悶
旭
川
雄
つ
七
ゆ
る
。

ー.ー.--

職
業
統
計
の
二
大
眼
目
は
、
分
業
の
観
賠
よ
り
職
業
の
構
成
版
鵡
を
明
ら
か
に
す
る
事
と
、
職
業
人
目
の
祉
舎

的
地
位
の
肢
態
を
明
ら
か
に
す
る
事
で
あ
る
。
こ
う
で
取
扱
ふ
問
題
は
後
者
に
麗
し
、
職
業
が
濁
立
に
行
は
れ
て

ゐ
る
か
、
或
は
非
樹
立
に
行
は
れ
て
ゐ
る
か
を
問
ふ
の
で
あ
る
。
し
か
し
か
〉
る
統
計
が
統
計
と
し
て
異
に
債
値

あ
る
・
る
の
で
あ
る
か
否
か
は
専
ら
其
の
調
査
方
法
の

E
確
で
あ
る
か
否
か
に
依
存
し
て
ゐ
る
。
勿
論
、
更
に
問
題

の
根
本
に
遡
っ
て
、
職
業
を
調
立
性
と
非
濁
立
性
と
に
匝
分
す
る
事
に
よ
っ
て
、
果
し
て
職
業
人
口
の
枇
合
的
地

位
を
把
握
し
得
る
か
否
か
を
疑
ふ
僚
地
も
存
在
す
る
需
で
あ
つ
で
、
こ
の
世
曾
的
地
位
は
寧
ろ
財
産
額
又
は
所
得

額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
も
言
ひ
得
丸
。
従
っ
て
一
九
二
一
年
に
、
カ
ナ
ダ
に
於
て
は
、
所
得
額
を
調
査
事
項

職
業
上
の
祉
曾
的
地
位

第

披

第
三
十
六
巻

九
七
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職
業
上
回
枇
曾
的
地
位

第
三
十
六
血
管

第
二
時
制

=
一
九
八

一
般
に
、
か
う
る
財
産
調
査
又
は
所
得
調
査
は
、
申
告
者
を
し
て
虚
偽
の
申
告
を
な
さ

し
か
る
危
険
が
多
〈
、
決
し
て
所
期
の
効
果
を
奉
げ
得
る
も
の
で
な
い
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
敷
育
程
度
の

に
加
へ
た
の
で
あ
る
，
か
、

調
査
に
よ
っ
て
、
人
口
の
枇
舎
的
地
位
を
表
示
し
得
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
こ
の
致
育
程
度
も
決
し
て
正
確
に

調
査
し
得
る
色
の
で
な
い
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
ま
た
イ
ギ
リ
ス
、

月

エ

l
デ
'
ン
、

ノ

1
Y
ク
エ

l
及
び
ア

メ
リ
カ
等
に
於
て
行
は
れ
た
如
く
、

世
曾
的
地
位
を
職
業
撞
日
に
従
っ
て
阻
別
す
る
方
法
も
問
題
と
す
る
事
が
出

侭
'
3
3
σ
ち
5
.戸
、
こ
り
屯
卓
会
山
、
J
J

牛
市
ゆ
V
F
及
土
、

円
ク
ペ
(
刷

d

t

J

t

r

t

L

O

H

点

目

7
d
ノノ
J
A
F
F
t
6
R
4
4
t

判
明
コ

C
士白

F
停
止
民
円
ノ
手
当
守
山
「
よ
再
三
Y
σ
'
D
r
v
"
-
1
1
8
1
J

t
J
1
d
m耐
百
叫
f芦
む

帽

F
rレ
f
r
i
u叶w
モ
仁

ArHd
司叶
i
t
f
L
1
2
f
j
f
-

つに
て、

ゐ多
るT引く
。の
岡

於
て
は

魁
舎
的
地
位
は
、

職
業
の
濁
立
性
及
び
非
濁
立
性
を
標
準
と
し
て
表
示
す
る
事
に
な

或
る
意
味
に
於
て
、

人
口
の
枇
舎
的
地
位
佐

そ
し
て
職
業
の
濁
立
性
及
び
非
濁
立
性
は
、

確
か
に
、

表
示
す
る
一
標
識
た
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
其
の
標
識
左
し
て
の
機
能
を
後
揮
し
、
ま
た
信
頼
す
与
に
足

る
も
の
で
め
る
か
否
か
は
、
主
と
し
て
其
の
調
査
方
法
の
正
確
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

る。
職
業
上
の
地
位
を
調
査
す
る
に
営
っ
て
、
職
業
の
猫
立
性
及
び
非
嫡
立
性
は
、
猫
立
業
者
(ω
内

=u凶
Z
E
一mm
)
、
職

員
(
〉

=
m
g
z
一-B
)
及
び
勢
働
者
(
〉
『

E
E
)
の
三
群
に
匝
分
さ
れ
る
が
、
買
は
こ
れ
等
そ
れ
介
、
の
聞
に
、
最
密
に

正
確
な
る
限
界
識
を
引
く
事
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
め
っ
て
、
こ
れ
は
車
に
便
宜
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
祉
曾
的
地
位
の
限
界
を
明
確
に
規
定
す
る
別
個
の
良
手
段
が
な
い
し
、
そ
し
て
こ
の
匝
分
は
、
事
賞
、
吐

曾
的
地
位
の
最
も
重
要
な
る
標
識
の
一
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
亙
確
に
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
匝
八
?
を

Hiess， F.. Methodil: der Volks2呈hlungen，1931， S. !(76. 
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以
っ
て
、
祉
曾
的
地
位
を
表
示
す
る
事
に
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
z。

調
立
業
者
と
は
業
務
を
主
宰
経
替
す
る
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
只
だ
一
つ
の
共
通
な
る
標
識
を
有
っ
て
ゐ
て
、

被
爆
者
(
〉
号
巳
宮
町
一
5
2
)
で
な
い
事
な
示
し
て
ゐ
る
に
止
り
、
こ
の
内
に
は
各
荷
の
一
枇
舎
的
地
位
の
人
が
包
括
3

れ
て
ゐ
る
。
先
づ
業
務
を
小
規
模
に
輩
濁
で
主
宰
樫
替
す
る
者
と
大
規
模
に
雇
人
を
使
用
し
て
主
宰
経
替
す
名
者

と
が
あ
る
。
農
業
に
於
け
る
耕
作
地
面
積
、
業
の
他
の
産
業
に
於
げ
る
雇
人
数
は
、
経
替
調
査
が
取
扱
ふ
問
題
で

あ
忍
が
、
之
と
濁
立
業
者
と
を
結
合
す
る
事
に
よ
っ
て
、
濁
立
業
者
を
鰹
替
の
大
小
に
臆
じ
て
匝
別
す
る
事
が
出

来
3
0
我
圃
の
第
二
回
国
勢
調
査
は
深
〈
こ
の
問
題
に
ま
で
立
ら
入
。
。
事
は
出
来
な
か
っ
た
が
‘
「
所
属
の
産
業
」

営
問
司
〉
、
重

t
L一
程
圏
瑚
ゎ
「
恒
'
示
叫

hpJNザ
1
ト品、

J
E
r
i
y
L

軍

L

Y

E

-
‘
国

Z
E
E
7
t
J
Z
U
H
四

日

1
1
J
l
fし
v

h
町

同
じ
湖
土
諜
端
ド
耽
い
て
.

こ川
U

削
封
山
川
沿
一
耐
命
的
地
位
h
T
4側
ド

表
示
せ
ん
と
し
た
色
の
で
め
ら
う
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、

一
八
九
五
年
の
濁
逸
職
業
調
査
は
大
な
る
閥
心
を
有

ち
、
工
業
、
商
業
及
び
交
通
業
に
属
す
る
濁
立
業
者
を
、
単
に
雇
主
と
車
濁
に
匝
分
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
雇

人
数
に
従
っ
て
分
類
表
章
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
調
査
に
於
け
る
濁
立
業
者
の
分
析
は
最
色
意
義
あ
り
、
且
つ

最
色
信
頼
し
得
石
結
果
を
示
し
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

更
に
ま
た
、
自
家
で
、
他
人
の
計
算
に
於
て
業
務
に
従
事
す
る
家
内
工
業
者
(
白
山

5
m
2
2
Z
5
-
Z
E巾
)
色
形

式
上
は
濁
立
業
者
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
家
内
工
業
者
が
、
出
来
高
梯
の
勢
賃
を
受
取
る
工
場
勢
働
者
と
異
な
る

鈷
は
、
勢
働
時
聞
を
任
意
に
決
定
す
る
事
が
出
来
る
丈
け
で
あ
っ
て
‘
貫
質
的
に
は
普
通
の
勢
働
者
と
非
常
に
近

い
地
位
に
あ
る
。
事
賞
、
家
内
裁
縫
師
は
、
其
の
牧
入
の
勤
か
ら
見
て
も
、
ま
た
其
の
枇
舎
的
地
位
か
ら
見
て
・
色
、

職
業
上
白
祉
曾
的
地
位

第
二
放

第
三
十
六
巻

九
九

一一
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職
業
上
白
祉
曾
的
地
位

第
三
十
六
巻

第

豊宮

問。。

~ 

企
業
家
よ
り
も
、
勢
働
者
に
近
い
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
濁
逸
に
於
て
は
、
こ
の
家
内
工
業
者
を
、

濁
立
業
者
の
中
に
入
れ
て
は
ゐ
る
が
、
し
か
も
他
の
濁
立
業
者
と
分
離
し
て
、
別
個
の
取
扱
ひ
を
し
て
ゐ
る
jv

し

か
し
家
内
工
業
者
を
調
査
す
る
事
は
大
な
る
困
難
を
伴
っ
て
ゐ
る
矯
め
に
、
某
の
結
果
は
必
ら
や
し
も
正
確
で
な

い
と
一
吉
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
家
内
藤
梼
か
ら
畿
運
し
、
前
ほ
完
全
に
家
内
艦
持
か
ら
濁
立
し
て
ゐ
な
い
多
く
の

家
内
工
業
的
行
鴻
が
、
中
産
階
絞
の
婦
人
に
よ
っ
て
、
家
内
工
業
的
副
業
と
し
て
申
告
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な

い
か
ら
で
あ
る
ω
倫
ほ

HUE-耳
石
ば
、
行
商
人
(
司
川

E
F
5〉
に
謝
し
て
も
、
家
内
工
業
者
正
期
似
の
宥
畳
一
か

緋
川
い
れ
あ
と
言
り

τゐ
る
が
、
普
通
.
こ
の
行
商
人
は
M

濁
立
業
者
中
で
、
別
個
の
取
扱
ひ
そ
受
け
て
め
な
い
や

う
で
み
る
。
ま
た
曾
っ
て
濁
逸
に
於
て
は
、
出
職
人

(
m
g
p『
耳
目
斥
『
)
の
職
業
上
の
地
位
が
問
題
と
な
り
、
家
内
工

業
者
と
閉
じ
く
、
別
個
の
調
査
に
よ
っ
て
、
出
職
人
研
究
の
資
料
と
す
べ
し
と
言
ふ
意
見
も
行
は
れ
た
事
が
め
っ

た
が
、
結
局
、
こ
れ
ば
買
現
し
な
か
っ
に
の
で
あ
る
。
こ
の
出
職
人
は
、
粧
掛
的
地
位
か
ら
言
つ
で
も
、
ま
仁
枇

曾
的
地
位
か
ら
言
つ
で
も
、
現
買
に
、
濁
立
業
者
で
は
め
り
得
な
い
で
あ
ら
う
。

究
に
商
事
曾
枇
又
は
工
場
等
に
於
け
る
支
配
人
又
は
指
導
的
技
術
者
は
、
法
律
上
、
使
用
人
で
あ
っ
て
、
濁
立

業
者
と
見
る
事
は
出
来
な
い
の
で
め
る
が
、
業
の
貫
際
生
活
で
は
近
代
的
企
業
家
の
一
典
型
を
な
す
も
の
で
あ
る

か
ら
、
彼
等
の
祉
曾
的
地
位
は
、
調
立
業
者
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
ふ
。

右
に
遮
べ
た
L

却
〈
、
澗
立
業
者
中
に
は
種
E
な
る
要
素
が
包
括
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
之
を
(
一
)
業
主
、
(
ニ
)
支

配
人
為
指
噂
的
職
員
、
(
三
)
家
内
工
業
者
の
三
種
類
に
再
分
し
、
備
ほ
業
主
を
雇
人
数
に
従
っ
て
区
分
す
る
事
が
、

E五C5S，F.， a. a. R叩 chber官t H.， a. a. 0.， S. 83- Furst， G.， a・ ~I. 0 町 5・目・
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濁
立
業
者
の
職
業
上
の
地
位
を
表
章
す
石
適
切
な
る
手
段
で
あ
る
L
L
考
へ
ら
れ
る
。

四

替
利
行
震
者
は
濁
立
業
者
と
非
滴
立
業
者
と
に
二
大
分
類
す
る
事
が
出
来
る
と
言
ふ
事
は
、
既
に
謹
ぺ
た
所
で

あ
る
が
、
こ
の
非
濁
立
業
者
の
中
で
、
業
主
の
下
に
在
っ
て
事
務
又
は
技
術
に
従
事
す
る
者
を
職
員
L
」
言
ひ
、
業

主
・
職
員
の
下
に
在
っ
て
輩
に
勢
務
に
従
事
す
る
者
を
叫
労
働
者
と
言
っ
て
ゐ
る
。
職
員
と
勢
働
者
と
は
、
其
の
業

務
の
性
質
に
於
て
も
、
ま
に
其
の
枇
曾
的
地
位
に
於
て
も
、
大
な
る
相
連
動
が
あ
る
か
ら
、
我
闘
の
第
二
回
国
勢

調
査
に
於
け
る
が
加
く
、
補
者
を
一
括
し
て
表
章
す
み
よ
り
も
、
我
闘
の
第
一
回
岡
勢
調
査
に
於
け
る
が
加
〈
、

止
命
胤
川
町
議
柑
4
1
1
ω

加
川
細
川
明
?
め
る
と
者
〈
ん
一
れ
A
し
、
郵
〈

ω闘い
L

於
vt
も
郡
司
こ
の
方
緋
じ
縦
っ
て
ゐ
ず
心
。

職
員
に
属
す
石
者
は
、
多
く
の
場
合
、
精
神
的
融
労
務
者
で
あ
っ
て
、
大
韓
、
技
術
的
職
員
、
官
一
公
克
、
及
び
専
門

家
、
工
場
長
、
監
督
、
商
業
使
用
人
及
び
官
公
克
等
が
こ
の
範
固
に
入
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
尤
も
官
公

克
は
濁
立
業
者
で
め
る
と
言
ふ
見
解
も
あ
る
が
、
官
会
吏
は
、
本
来
、
国
家
-
n
公
共
圏
轄
の
使
用
人
で
め
h
ノ
、
そ

し
て
主
と
し
て
精
神
的
勢
務
に
従
事
し
て
ゐ
る
者
で
あ
る
か
ら
、
之
を
職
員
と
見
る
の
が
正
営
で
ゐ
る
c

恒
し
商

事
曾
枇
又
は
工
場
等
に
於
け
る
支
配
人
又
は
指
導
的
技
術
者
を
濁
立
業
者
に
麗
せ
し
め
た
と
同
一
の
理
由
で
、
指

導
的
地
位
に
あ
る
官
公
吏
は
、
之
を
職
員
中
か
ら
除
外
し
て
、
濁
立
業
者
に
麗
せ
し
め
て
よ
い
。
一
九
二
五
年
の

濁
逸
職
業
調
査
で
は
、
こ
の
主
旨
に
従
っ
て
官
公
克
の
吐
舎
的
地
位
を
決
定
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
倒
1
の
具
瞳
的

事
貨
に
就
い
て
、
指
導
的
官
会
史
の
範
固
を
決
定
す
る
に
は
、
種
ー
な
る
困
難
を
仲
ふ
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
所
で

職
業
ょ
の
枇
曾
的
地
位

第
三
十
六
巻

第
二
競

五

四
O 
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職
業
上
の
社
合
的
地
位

第
三
十
大
巻

第
二
披

占

~、

四
O
ニ

あ
っ
て
、
こ
の
事
は
職
員
一
般
の
限
界
全
規
定
す
る
場
合
に
も
言
ひ
得
る
事
で
あ
石
。
即
ち
職
員
と
勢
働
者
と
の

限
界
は
漠
然
と
し
て
ゐ
て
、
職
員
中
に
は
勢
働
者
と
同
一
性
質
の
も
の
も
後
見
せ
ら
る
可
〈
、
ま
に
其
の
鰹
漕
的

地
位
が
、
勢
働
者
の
そ
れ
よ
り
も
低
い
や
う
な
場
合
も
あ
ち
得
れ
o

次
に
業
主
又
は
職
員
の
下
に
在
っ
て
車
に
勢
務
に
従
事
す
る
崎
労
働
者
が
問
題
に
な
る
。
手
工
業
時
代
に
、
親
方

の
下
に
働
ら
い
で
ゐ
た
職
人
は
、
普
通
、
其
の
技
能
を
、
数
年
間
、
習
練
し
た
者
で
め
っ
て
、
こ
れ
が
手
工
業
粧

糟
生
活
に
於

τ重
要
な
る
投
制
セ
演
じ
て
ゐ
に
。
乙
の
職
人
(
山
宮
山
仏
当
日
押
印
『
)
は
今
日
の
叩
明
日
繍
停
働
省
{
向
巾
山
内
叫
口
問
内
円

〉
号
町
一
円
巾
円
)
に
相
営
す
る
者
で
あ
る
炉
、
彼
等
は
特
殊
な
る
技
能
を
修
得
し
て
ゐ
る
と
同
時
に
、
業
の
技
能
に
基
い

て
、
未
経
験
者
で
は
産
出
す
る
事
の
出
来
な
い
製
品
を
完
成
し
得
る
特
質
を
有
っ
て
ゐ
に
。
そ
し
て
こ
の
職
人
の

手
助
け

ee務
め
る
者
は
助
手
(
Z
E色
E
m主
で
あ
っ
て
、
今
日
の
謂
ゆ
る
末
習
練
勢
働
者
会
異
色
町
E
R「
〉
号
町
一
陣
内
}
)

に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
十
八
世
紀
の
末
に
機
械
が
楼
明
せ
ら
れ
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て
、
こ
の
機
械
は
、

他
の
動
機
と
共
に
、
産
業
界
に
大
革
命
令
-
驚
ら
し
、
こ
〉
に
於
て
M
労
働
手
段
に
根
本
的
盤
化
が
後
生
し
た
の
で
あ

っ
た
。
手
工
業
者
の
使
用
せ
る
道
具
は
自
働
的
に
動
く
も
の
で
は
な
く
、
其
の
操
作
に
は
手
工
業
者
の
特
殊
な
る

技
能
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
機
械
は
人
間
の
肉
瞳
的
及
び
知
的
技
能
の
一
部
を
代
位
す
る
や
う
に

な
り
、
こ
の
矯
め
に
捌
回
線
勢
働
者
の
地
位
は
以
前
の
加
〈
に
重
要
で
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
産
出
さ
れ
ろ
製
品

は
、
以
前
の
如
〈
、
必
ら
や
し
も
勢
働
者
の
特
殊
な
る
技
能
に
依
壊
す
名
も
の
で
は
な
く
し
て
、
機
械
的
・
劃
一

的
の
も
の
と
な
っ
て
仕
舞
っ
た
。
従
っ
て
今
日
、
習
練
崎
労
働
者
と
な
る
要
件
は
、
其
の
勢
働
に
制
到
す
忍
一
定
の
準

Mull叫 J.，a. a. 0.， S. 19.・24) 



備
敷
育
を
修
得
す
る
事
に
あ
っ
て
、
ま
た
機
械
生
産
に
於
て
は
、
製
品
の
良
否
は
、
以
前
の
如
く
、
勢
働
者
の
技

能
の
み
に
支
配
き
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
こ
で
今
日
で
は
、
未
習
練
峠
労
働
者
も
習
練
勢
働
者
と
な
る
事
は
、
以

前
の
如
〈
に
困
難
で
は
な
い
。
殊
に
欧
洲
大
戦
以
後
か
ら
、
型
自
練
勢
働
者
と
未
習
練
捧
働
者
と
の
中
間
に
、
補
朝
日

州
労
働
者
(
山
口
問
丘
町
『
丘
町
『
旨
σ町
一
言
)
と
言
ふ
者
が
失
第
に
重
要
な
る
地
位
を
占
め
つ
〉
み
の
る
。
こ
の
補
習
勢
働
者
と

言
ふ
も
の
は
、
習
練
持
働
者
の
如
く
、
其
の
技
能
に
闘
し
て
、
正
規
の

m自
練
を
経
に
も
の
で
は
な
い
が
、

短
期
間
内
(
大
抵
六
週
乃
五
十
二
週
〉
主
の
技
能
に
閲
し
て
柿
m回
数
育
を
受
け
七
る
労
働
者
で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
、
勢

一
{
厄
の

働
に
劃
す
る
準
備
敢
育
の
有
無
及
び
其
の
程
度
に
臆
じ
て
、
崎
労
働
者
は
習
擁
勢
働
者
、
補
習
弊
働
者
及
び
未
習
練

時
働
者
の
一
ニ
樺
頓
に
分
類
す
る
事
日
出
来
品
。

斯
〈
の
如
〈
州
労
働
に
劃
す
る
準
備
敢
育
の
有
無
及
び
其
の
程
度
に
臆
じ
て
‘
勢
働
者
を
習
練
一
持
働
者
、
補
習
勢

働
者
及
び
未
習
練
崎
労
働
者
に
匝
分
す
る
事
に
、
】

N
E円
r
r
q
m
は
反
劃
し
て
、
奥
へ
ら
れ
た
る
勢
働
が
、
準
備
致
育

合
必
要
と
す
忍
-
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
崎
労
働
者
を
調
自
練
勢
働
者
と
未
朝
日
親
勢
働
者
と
に
匝
分
ぜ
ん
と
す

活

る
見
解
を
有
っ
て
ゐ
司
令
。
こ
の
方
法
に
従
へ
ば
、
統
計
資
料
の
整
理
者
が
奥
へ
ら
れ
た
る
労
働
に
劃
し
て
特
殊
な

る
準
備
敢
育
を
必
要
と
見
る
か
否
か
の
判
断
に
従
っ
て
、
崎
労
働
者
そ
の
も
の
は
或
は
習
練
一
労
働
者
と
な
り
、
ま
た

末
羽
田
練
勢
働
者
と
な
る
。
被
は
、
こ
の
場
合
、
任
意
的
又
は
行
政
的
匝
分
は
巳
む
を
得
な
い
と
言
っ
て
ゐ
る
抗
、

困
難
な
る
こ
の
分
類
を
更
に
混
乱
に
導
〈
危
険
が
多
い
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
る
。

従
来
、
峠
労
働
者
を
習
練
努
働
者
及
び
未
明
H

藤
崎
労
働
者
に
匡
分
す
る
事
は
、
職
業
統
計
上
、
最
も
意
義
多
き
事
と

職
業
上
の
枇
合
的
地
位

第

ま虎

-(; 

第
三
十
六
巻

四
O
三
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職
業
上
自
社
曾
的
地
位

第
三
十
六
巻

第
二
就

四
O
四

一
一
八

信
じ
ら
れ
て
ゐ
た
し
、
ま
た
最
も
虞
〈
行
は
れ
て
ゐ
る
匿
分
方
法
で
あ
る
が
、
一
九
二
五
年
の
縄
逸
職
業
調
査
は

こ
の
匝
分
方
法
を
捨
て
〉
、
会
〈
別
個
の
匝
分
方
法
を
採
標
し
た
。
其
の
匝
分
方
法
を
見
る
山
川
、
勢
働
者
を
三
群

に
大
別
し
、
第
一
群
に
は
営
該
鰹
興
部
門
に
特
有
な
る
職
業
に
従
事
す
る
凡
ゆ
忍
勢
働
者
全
集
め
て
ゐ
る
。
卸
ち

例
へ
ば
機
械
製
造
業
に
於
け
る
旋
機
工
、
鋲
工
、
錠
前
工
、
鍛
冶
工
及
び
鍛
接
工
、
紡
績
業
に
於
げ
る
紡
積
工
、

紡
職
工
及
び
染
色
工
、
指
物
業
に
於
け
る
指
物
師
、
聴
瞳
工
、
木
材
彫
刻
師
及
び
機
械
勢
働
者
を
集
め
て
ゐ
る
。

勿
論
.
こ
れ
等
の
職
業
が
、
別
個
に
、
間
半
輔
で
行
は
れ
る
事
も
め
ぷ
。
皆
該
鰹
榔
部
門
に
劉
し

τ如
何
な
る
職
業

が
特
有
印
払

ω?め
あ
か
は
調
査
献
に
確
定
し
て
置
く
の
で
あ
る
。
第
二
鮮
に
は
粧
借
所
属
の
職
人
及
び
其
の
他

の
重
要
な
る
補
助
的
職
業
に
従
事
す
る
勢
働
者
を
集
め
て
ゐ
る
。
即
ち
固
有
の
生
産
過
程
の
外
に
在
っ
て
建
築
物

及
び
機
械
の
仕
上
勢
働
、
修
理
勢
働
或
は
其
の
他
の
重
要
な
る
補
助
勢
務
に
従
事
す
あ
一
持
働
者
を
集
め
て
ゐ
る
。

鰹
替
所
属
の
職
人
と
言
ふ
の
は
機
械
工
場
で
勢
働
し
て
ゐ
る
左
官
、
車
大
工
及
び
馬
具
師
.
繊
維
工
業
に
於
け
る

錠
前
工
、
鍛
治
工
及
び
指
物
帥
等
で
あ
り
、
重
要
な
る
補
助
的
勢
働
者
と
言
ふ
の
は
機
関
係
.
火
夫
及
び
運
輔
手

等
で
ゐ
る
。
そ
し
て
第
三
群
に
は
其
の
他
の
凡
ゆ
る
-
部
働
者
を
集
め
て
ゐ
る
o

こ
の
直
分
の
標
準
と
な
る
も
の
は

例
へ
ば
以
前
の
習
練
的
職
業
で
は
な
く
し
て
、
調
査
営
時
貫
際
に
行
ふ
所
の
活
動
で
あ
る
、
只
だ
一
時
的
失
業
者

に
在
つ
て
は
最
近
に
買
行
せ
る
活
動
に
よ
っ
て
之
を
定
め
る
。
従
っ
て
羽
田
藤
的
錠
前
工
で
あ
っ
て
も
、
調
査
営
日

目

取
者
と
し
て
従
業
す
る
者
は
之
を
取
者
と
し
、
之
に
反
し
て
失
業
せ
る
錠
前
工
は
之
を
錠
前
工
E

と
す
る
。

工
業
資
本
主
義
の
後
達
郎
ち
手
工
業
か
ら
工
場
工
業
へ
の
推
移
に
伴
っ
て
、
工
業
的
職
業
に
大
な
る
費
化
が
費

生
し
た
。
手
工
業
時
代
に
は
、
職
業
、
産
業
及
び
艦
径
は
、
普
通
.
一
致
し
て
ゐ
た
。
卸
ち
錠
前
工
、
鍛
冶
工
及
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ぴ
製
靴
工
は
一
職
業
で
あ
る
と
同
時
に
一
産
業
で
あ
っ
た
。
慮
が
今
日
で
は
、
事
情
は
大
い
に
異
り
、
職
業
、
産

業
及
び
鑑
替
は
、
昔

ω却
〈
、
一
致
し
て
ゐ
な
い
。
例
へ
ば
今
日
で
は
、
錠
前
工
は
、
錠
前
業
に
於
て
存
す
忍
の

み
な
ら
争
、
業
の
他
の
多
〈
の
産
業
卸
ち
紡
績
業
、
織
物
業
、
家
具
工
業
等
に
於
て
も
存
す
る
。
換
言
す
れ
ば
今

日
の
大
産
業
に
は
各
種
の
職
業
が
隷
属
し
て
ゐ
る
。
一
九
二
五
年
の
濁
逸
職
業
調
査
は
、
か
〉
る
生
産
過
程
の
賦

況
に
特
別
の
考
量
を
加
へ
て
、
崎
労
働
者
の
匝
分
を
、
主
と
し
て
鰹
替
の
立
場
か
ら
見
た
る
差
異
に
標
準
を
置
い
た

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
匝
分
方
法
は
従
来
の
匝
分
方
法
に
比
鞭
し
て
、
よ
り
適
切
な
色
の
で
あ
る
か
否
か
が

先
づ
問
題
と
な
る
。
一
労
働
者
を
綱
目
繍
労
働
宥
と
未
羽
田
棟
一
労
働
者
と
に
匝
分
す
る
事
に
よ
っ
て
、
確
か
に
持
働
者
の

血
印
刷
恰
屯

-
a
}
L
L
社

f
H
Y
H品
L
f占
9

4

2

ほ
川
a
ノ

'
f
P
3
J
Z
、ョ
H
1
1
}
b』
比
比

3
1
E
K山

3
9
J

・・〉、，
h
L
E了
九

二

sv
‘

-vt『
ιMqι
』

間申請
J
f
M
d
E
自
泊
や

3
w同
日
l
ヂ
FL
カ

担

ι
1
0
4
3畑
仕
沌
・
中
r
T

一見
l
T
♂

y
・朝一課
γ
ぃ
稲
ヰ

1
y
a
山
吋
極
活
l」
紹
出
官

所
圏
の
職
人
及
び
其
の
他
の
重
要
な
る
補
助
的
職
業
に
従
事
す
る
崎
労
働
者
と
を
匝
分
す
る
事
に
よ
っ
て
、
経
替
の

範
圏
内
に
於
ザ
る
一
努
働
者
の
地
位
公
示
し
得
る
に
止
り
、
決
し
て
崎
労
働
者
の
異
な
る
枇
曾
的
地
位
を
一
不
し
得
る
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
こ
の
直
分
方
法
は
、
崎
労
働
者
の
枇
曾
的
地
位
を
明
ら
か
に
せ
ん
L
』
す
る
本
来

の
目
的
に
合
致
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
ま
た
、
こ
の
匝
分
方
法
が
本
来
の
目
的

に
合
致
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
で
も
、
向
ほ
そ
こ
に
、
不
徹
底
と
不
正
確
左
が
あ
る
。
印
も
も
し
持
働

者
が
、
固
有
の
生
産
過
程
に
麗
し
て
ゐ
る
職
業
に
従
事
す
る
拙
労
働
者
と
経
傍
所
属
の
職
人
及
び
業
の
他
の
重
要
な

る
補
助
的
職
業
に
従
事
す
る
崎
労
働
者
と
に
配
分
し
牽
き
れ
る
色
の
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
経
替
の
範
圏
内
に
於

け
る
峠
労
働
者
の
地
位
を
示
し
得
た
か
・
6
知
れ
な
い
が
、
事
賞
、
其
の
説
れ
の
部
類
に
も
属
し
て
ゐ
な
い
幾
多
の
叫
労

働
者
が
ゐ
る
渇
め
に
、
第
三
群
に
其
の
他
の
凡
ゆ
る
勢
働
者
を
属
せ
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
於
て
、

職
業
よ
の
社
曾
的
地
位

第
三
十
六
巻

四
O
五

第
二
時
碗

九
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職
業
上
の
社
合
的
地
位

第

盟主

O 

第
三
十
大
巻

四

O
六

経
替
の
立
場
か
ら
見
た
る
差
異
を
標
準
と
す
る
匝
分
方
法
は
不
徹
底
に
格
っ
て
ゐ
る
も
の
主
言
は
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
又
、
世
帯
票
の
職
業
に
基
い
て
、
経
管
的
立
場
か
ら
す
る
完
全
な
る
努
働
者
の
配
分
は
到
底
、
期

待
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
勢
働
者
は
.
自
己
の
活
動
の
種
類
が
、
固
有
の
生
産
過
程
に
属
し
て
ゐ
る

も
の
で
あ
る
か
否
か
伝
必
ら
や
し
も
十
分
に
知
ら
な
い
。
例
へ
ば
自
働
車
工
場
に
於
け
る
指
物
師
は
、
業
の
生
産

過
程
に
直
接
聞
係
の
め
る
事
も
あ
れ
ば
、
ま
七
産
業
所
属
の
職
人
に
過
ぎ
な
い
事
も
あ
っ
て
、
本
人
は
常
に
そ
れ

を
正
確
に
意
識
し
て
ゐ
る
と
は
言
へ
な
い
。
も
し
粧
傍
に
於
け
る
地
位
に
従
っ
て
、
詳
当
局
す
れ
ば
生
産
過
程
t
直

接
戒
は
間
協
に
岡
興
し
「
ゐ
る
か
に
慌
つ

r
一
持
働
岩
佐
院
の
ぜ

A
Lし
す
る
い
弘
通
わ
ば
L

成
業
制
強
心
計
M
m
じ
狩
り
可

き
で
あ
ら
う
。
ヨ
「
印
門
は
、
解
来
の
職
業
調
査
に
於
て
、
司
炉
、
〉
る
回
分
方
法
を
断
念
す
可
き
だ
と
言
っ
て
ゐ
る
が
、

乙
の
批
判
は
決
し
て
不
営
で
あ
る
と
は
言
へ
な
い
と
思
ム
の
で
あ
る
。

五

管
利
行
錯
者
の
特
殊
集
固
と
し
て
謂
ゆ
る
手
僻
家
族
員

(
E
5
5
5
E
R
E
E
F
E
E一
を
お
込
町
『
)
が
め
る
。
こ

れ
は
濁
立
業
者
で
も
な
く
、
職
員
で
も
な
く
又
勢
働
者
で
も
な
い
。
こ
の
手
侍
家
族
員
は
、
普
通
、
業
務
を
奥
へ

て
ゐ
る
世
帯
主
と
人
身
的
関
係
に
立
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
農
業
、
工
業
、
手
工
業
及
び
商
業
等
に
於
て
、

妻
及
び
子
女
が
補
助
的
行
鴻
を
な
し
て
ゐ
る
例
を
屡
E
見
れ
。
こ
の
手
侍
家
族
員
は
、
解
端
情
的
及
び
枇
合
的
観
貼

か
ら
す
れ
ば
，
其
の
業
務
に
劃
す
る
閥
心
は
、
龍
一
廉
者
の
側
よ
り
も
、
雇
主
の
側
に
れ
い
接
近
し
て
ゐ
る
。
即
ち

彼
等
は
自
己
の
手
停
っ
て
ゐ
る
業
務
の
鰹
替
に
闘
し
で
は
、
他
の
-
胸
骨
働
者
と
は
全
く
異
な
っ
て
ゐ
て
、
業
主
と
同

一
の
考
慮
を
拐
っ
て
ゐ
る
・
も
の
で
あ
る
J

従
っ
て
葉
の
内
部
開
係
よ
り
見
る
時
は
、
濁
立
業
者
に
近
い

E
言
は
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
之
に
反
し
て
行
震
の
種
類
そ
の
も
の
か
ら
見
る
時
は
、
職
員
又
は
崎
労
働
者
に
近
い
も

の
で
あ
る
。

一
九

O
七
年
の
輔
逸
職
業
調
査
で
は
、
こ
の
手
惇
家
族
員
は
勢
働
者
と
し
て
取
扱
は
れ
た
の
で
あ
4

っ
た
。
そ
し

て
我
闘
の
第
二
回
国
勢
調
査
に
於
て
も
、
世
帯
主
又
は
其
の
他
の
家
族
の
業
務
伝
補
助
す
る
家
族
員
は
、
俸
給
、

給
料
、
賃
銀
其
の
他
の
報
酬
を
得
て
勤
務
す
る
者
と
共
に
、
使
用
者
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
行
潟
の

種
類
そ
の
も
の
〉
み
を
見
る
場
合
に
は
、
手
侍
家
族
員
は
、
持
働
者
に
近
い
性
質
を
有
つ
て
は
ゐ
る
が
、
業
主
に

封
す
る
内
部
的
閥
係
を
見
る
時
は
、
主
(
の
職
業
上
、
崎
労
働
者
と
は
大
い
に
異
な
る
性
質
を
有
っ
て
ゐ
る
。
彼
等
は

其
の
性
質
上
、
業
主
モ
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
持
働
者
で
も
な
い
と
見
る
の
が
正
常
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
セ
業
主
に

色
加
へ
子
、
又
一
労
働
者
に
も
加
へ
宇
、
繍
立
の
職
業
上
の
地
位
を
輿
へ
る
事
が
最
も
穏
蛍
で
あ
り
、
ま
ピ
最
も
正

し
い
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
理
由
に
基
い
て
一
九
二
五
年
の
濁
逸
職
業
統
計
で
は
、
其
の
世
帯
票
に
、

「
固
有
の
産
業
補
助
員
(
笹
業
使
用
人
註
)
に
非
守
し
て
、
世
帯
主
の
経
営
に
常
に
或
は
規
則
正
し
く
柿
助
員
と
し
て

活
動
す
る
者
に
劃
し
て
は
、
「
補
助
』
左
記
入
す
ぺ
し
」
と
=
一
一
M

ふ
注
意
を
輿
へ
、
手
博
家
族
員
に
濁
立
の
職
業
上
の

地
位
を
奥
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
手
侍
家
族
員
の
内
で
、
特
に
家
内
工
業
者
の
手
侍
家
族
員
を
抽
出
し
て
、

再
掲
す
る
事
に
し
』
い
の
で
あ
る
。

-
次
に
家
事
使
用
人
(
一
E
2
2
4悶

2
E一
丹
市
)
の
職
業
上
の
地
位
が
問
題
と
な
る
。
家
事
使
用
人
は
産
業
行
品
局
者
と
国

有
の
本
業
を
有
せ

Y
る
家
族
員
と
の
中
間
的
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
家
事
使
用
人
の
行
潟
は
、
第
一
に
闘
民
経
済

的
の
も
の
で
は
な
い
、
従
っ
て
全
圃
民
の
職
業
構
成
に
営
つ
て
は
、
従
属
者
と
共
に
本
業
者
の
職
業
部
門
に
敷
へ

職
業
上
白
枇
合
的
地
位

第
三
十
大
巻

凶

O
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第
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職
業
上
自
社
曾
的
地
位

第
三
一
十
六
巻

第

披

一
一一

四

O
八

込
ま
れ
て
ゐ
る
。
他
方
、
実
の
行
鴻
は
、
在
鰹
梼
的
立
場
か
ら
、
骨
利
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
家
事
使

用
人
の
職
業
上
の
地
位
を
決
定
す
る
に
は
二
つ
の
親
知
が
あ
る
。
其
の
一
つ
は
家
事
使
用
人
の
側
か
ら
見
で
、
彼

等
は
疑
ひ
も
な
く
無
産
階
扱
に
属
す
る
か
ら
、
之
を
勢
一
働
者
と
し
て
取
扱
ふ
の
で
あ
る
。
其
の
こ
は
使
用
者
の
側

か
ら
見
て
、
家
事
使
用
人
を
使
用
す
る
事
は
、
或
ろ
程
度
ま
で
使
用
者
の
有
富
状
態
金
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
家
事
使
用
人
に
摘
立
の
地
位
堂
奥
へ
、
使
用
者
の
職
業
上
の
地
位
別
に
之
念
表
章
す
る
の
で
あ
る
。

我
凶
の
第
二
回
闘
勢
調
査
に
於
て
は
、
家
事
使
用
人
色
、
俸
給
、
給
料
、
賃
一
銭
其
の
他
の
報
酬
や
}
得
て
勤
務
す

め
者
の
向
い
属
し
て
ゐ
あ
か
ら
ぶ
似
寄
mw
職
業
上
の
地
位
は
、
勿
論
、
職
員
、
労
働
者
及
び
手
侍
家
族
員
と
共
に
、

「
使
用
人
」
で
あ
る
。
し
か
る
に
一
九
二
五
年
に
於
け
る
濁
逸
職
業
調
査
で
は
、
雇
主
の
世
帯
内
で
生
活
し
て
ゐ
る

家
事
使
用
人
並
に
雇
主
の
世
帯
外
で
生
活
し
て
ゐ
る
家
事
使
用
人
に
濁
立
の
地
位
金
認
め
て
ゐ
る
。
其
の
理
由
と

す
る
所
は
、
家
事
使
用
人
は
普
通
の
勢
働
者
で
も
な
け
れ
ば
ま
た
職
員
で
も
な
い
と
一
一
日
ふ
見
解
と
、
向
ほ
克
に
、

上
越
の
第
二
の
目
的
に
基
き
、
雇
主
の
異
な
る
職
業
及
び
祉
曾
的
地
位
に
従
っ
て
、
家
事
使
用
人
伝
配
分
せ
ん
と

す
る
見
解
を
取
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
本
業
者
の
職
業
上
の
地
位
に
就
い
て
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
副
業
に
閲
し
て

t
職
業
上
の
地
位
は
問
題

と
な
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
湖
逸
の
職
業
調
査
に
於
て
は
、
常
に
「
副
業
に
於
け
る
職
業
上
の
地
位
」
を
問
ひ
、
ま

た
こ
の
問
題
に
閲
し
て
.
献
に

m
E
n
F刊
誌
や
云

g
門
の
詳
細
な
る
研
究
も
愛
表
さ
れ
て
ゐ
九
。
我
闘
に
於
て

も
、
第
一
周
囲
勢
調
査
で
は
「
副
業
の
職
業
上
の
地
位
」
を
問
ふ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
之
は
結
果
表
に
は
表
章
さ
れ

て
ゐ
な
い
し
、
第
二
回
国
勢
調
査
で
は
、
こ
の
問
題
の
調
査
に
ふ
一
然
鯛
れ
る
所
の
な
か
っ
た
事
は
遺
憾
で
あ
る
。
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